
日 薬 業 発 第 6 2 号 
                                              平成 29 年 5 月 17 日 

 
 都道府県薬剤師会 会長 殿 
 

                                           日 本 薬 剤 師 会 
                                              会長 山本 信夫 

 
 

「インスリン注射器を交付する薬局に係る取扱いについて」の一部改正に 
ついて（特定保険医療材料等を交付する薬局の取扱いについて） 

 
 

 標記について、厚生労働省医薬・生活衛生局医療機器審査管理課長から別添のとおり通

知がありましたのでお知らせいたします。 

 薬局における高度管理医療機器等販売業の許可の取扱いについては、平成 17 年 3 月 31

日付け日薬業発第 255 号にてお知らせしたところですが、今般、インスリン自己注射用デ

ィスポーザブル注射器、注射針（以下、注射器等）等の取扱いが示されました。 

 これまで、インスリン自己注射用ディスポーザブル注射器（針を含む）を処方箋に基づ

いて支給する場合には、高度管理医療機器等販売業の許可は不要とされておりましたが、

今後も引き続き同注射器を処方箋に基づいて支給する場合は、当該許可の取得は不要との

ことです。 

ただし、①社会保険各法（健康保険）に係る場合に限られること、②患者に適切な指導

を実施、かつ、調剤録および薬剤服用歴に必要事項を記載していること、③適切な保管・

取り扱いを行っていること、④在宅業務従事者等の資質向上を図るための研修を実施、か

つ、在宅業務等に関する学術研修（地域薬剤師会等が行うものを含む。）を受けさせている

こと―が求められております。 

 また、調剤報酬に係る特定保険医療材料に該当する高度管理医療機器（同注射器を除く

７項目）および薬価収載されている高度管理医療機器（１項目）についても同注射器と同

様の取り扱いとすることが示されました。 

 つきましては、貴会会員にご周知下さいますようお願い申し上げます。 














